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本学部では､平成23年度から文部科学省の予算措LyJを受け､｢小LtJ一打教育支援プログラム

の開発と実践～小中･一貫教育に関する総合的研究とそれを施盤とする新人教員避成及び現職教

員研修～｣をテ-マとした3年間の研究プロジェクトが始まったDこの研究の背後には､r義

務教育の質の保証｣が求められる中､宮崎県は早くから小中一貨教育を導入した先験的研究実

績があるものの.小q｣-rr教育を対象とする学術的研究成果に乏しいことがある｡本学部の研

究は､教育現場に役立つ研修7ログラムの開発と､本学部学/tと大学院生の教員養成の視点か

ら小中一賢教育の理鵬を促す教育プログラムの開発を目的としている｡

折しも､平成23年度から新小学校学習指導要領等が全面実施され､小学校学習指導要領第

2章第6節 ｢音楽｣においても､いくつかの改善の具体的事項が示され､これに介わせて教科

雷が新たに改訂された｡平成24年度からは､新中学校学習指導要領が全面実施され､新教科雷

が誕Jtする｡

本研究は､本学部の3年間の研究プロジェクトに沿って､小中一n'教育の視点から小耳校音

楽科と中学校音楽科において何を柿に､何をどのように指導して行くかを研究することを目的

としている｡

1 小中一貫教育を視野においた､新出 ｢共通事項｣の取り扱いについて

今風示された新学習指導要領 r音楽｣における改葬のA:本方針は､以下の4点に集約される｡

0 音楽のよさ･楽しさの感受､思いや意図をもって表現 ･味わって鑑A'するノブの育成､音

楽と生活との関わりに関心をもち､年派にわたって音楽文化に親しむ態度の育成､などを

重視D

② 子どもの発達段階に応 じ､各学校の内容の連続性に配慮して､歌唱､器楽､BIJ作､鑑貿
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ごとに括導内容を示したこと｡′ト･q｣学校では､表現と鑑賞の活動の支えとなる指妄執内容

を ｢共通事項｣として示 したこと｡

③ 創作活動は､溝楽をつくる楽しさを体験させる観点から､小学校では ｢音楽づくり｣､

中学校では ｢泊り作｣として示したこと｡鑑lui'活動では､根拠をもって自分なりに批評する

力の育成を示したこと｡

¢) 国際社会に生きる日本人としての自覚の育成が求められる中､我が国や郷土の伝統音楽

の指導の一層の充実を示していること｡

本研究では､これらの改善の曲本方針の下に示された改善の具体的JiT項の中でも､小 ･中学

校で新lLJlL､′ト7:校の低 ･中 ･高学年で横み重ねられた学びが中学校-と縮かに受け継がれる

べき ｢共通群項Jに注目して研究することにした｡これは､本学部のプロジェクトが目的とす

る､小中一IL3-教育の理解を促す教育プログラムの開発にも資すると考えるC

今年度は､来年度から完全実施となる中学校音楽科を見通しつつも､小学校音楽科において､

新山した ｢共通事項｣をどのように取り扱うべきかを考えることから始めることにした｡

(1)小学校音楽‡斗における ｢共通事項｣について

｢共通事項｣については､音色､リズム､速度など ｢音楽を特徴付けている要素｣や､反復､

問いと答えなどの ｢音楽の仕組み｣を聴き取り､それらの働きが生み出すよさや面白さ､美し

さなどを感 じ放ること､｢帝符､休符､記号や予楽にかかわる用語｣を膏楽所動を通して理解

することが示されている｡

r音楽を特徴付けている要素｣は､低学年では､音色､リズム､速度､旋待､強弱､柏の流

れやフレーズ､中学年では､低一lア:年で示したものに加え､晋の重なり､音階や調､高学年では､

11コ学年までに示したものに加え､和声の響きであることが/ltされている.

一方､｢管楽の仕組み｣は､低IV芦年では､反復､問いと答え､中17:年では､低>;･t年で示した

ものに加え､変化､高学年では､中学年までに示したものに加え､音楽の縦と城の関係である

ことが示されている｡

(2)本研究で取り上げる歌唱共通教材における ｢共通事項｣の取り扱いについて

～｢拍｣の取り扱いを中心にして
本研究では､本学部のプロジェクト･小中一fr教育の理解を促す教育プログラムの開発を視

野において､どの小学校にあっても､どの教科半であっても､共通的に放り上げることが想定

される歌唱共通教材の中で ｢共通甘項｣を順次取り扱っていけば､小学校6年間で上記 ｢共通

事項｣の内容を網羅できるのではないかと考え､歌唱共通教材における ｢共通事項｣の取り扱

い方を研先することにした｡

① 新教科書における歌唱共通教材での ｢共通事項｣の取り扱い方について

まず､本年度改訂された新教科潜では ｢共通事項｣がどのように取り扱われているかを分析

した｡教育芸術杜､教育出版､鹿京平籍における歌唱共通教材での r共通事項｣の取り扱いは､

次表のとおりであるD
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表 1:小学校 歌唱共通教材における共通事項の取り扱い (教育芸術社)
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表2:小学校 歌唱共通教材における共通事項の取り授い (教育出版)
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表3:小学校 歌唱共通教材における共通事項の取り扱い (東京書籍)
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各教科.Ltによって､歌唱共通教材における ｢共通事項｣の取り扱いは果なっている｡同時に､

歌唱共通教材だけを教科雷に示されたまま取り扱う場合には､文部科学省が示している と記

r共通3=F項｣を網羅することはできないことが明らかになった｡とくに本学部附属小学校で使

用している教育芸術社の教科1utに示されている内容をそのまま取り扱うとすると､歌PLjl共通教

材だけでは､｢共通三拝項Jの､速度､音の重なり､和声の響き､音階や調､フレーズを､6年

生までに網羅できないことになる｡

その ｢共通事項｣に関しては､他の表現領域と鑑賞領域のq｣で計画的に取り扱うことが望ま

れる｡

② 1年生の歌唱共通教材 ｢ひのまる｣で ｢拍｣を教えることについて

次に､こうした教科平分析結果を踏まえて､歌唱共通教材を中心にした場合､どの教材を使っ

て､どのような順番で､どのように ｢共通IJf項｣を取り扱うべきかを考えた｡

その結果､小中一IrS教育の9年間を見通しつつ､共通事項の r柏の流れ｣に先立ち､/ト学校

1年生の歌唱共通教材 ｢ひのまるJを使って r柏｣の存在を教えることから始めることにした｡

音楽が生じると当11Sに始まる ｢柏｣の存在は､9年間の最初の段階で教えるべきであると考え

たからである｡

歌PPT共通教材の取り扱いについては､附属′J､JdrJ:校が使用している教育芸術社の1年生の教科

I-Lt=の目次には､｢こころのうた｣として､｢ふるくから うたいつがれ､これからも うたいつ

いで いきたい うたです｣と記されているo Lかし､楽譜が掲載されている頁には､rひら

いたひらいた｣には､｢みんなで あそぴながら たのしく うたいましょう｣､｢かたつむり｣

と ｢うみ｣には､｢はくに のって､からだを うごかしながら うたいましょう｣､｢ひのま

る｣には､｢うたの リズムを かんじて､のびのびと うたいましょう｣というめあてが記

されている｡本研究で放り上げる ｢ひのまる｣は､教科雷では ｢のびのびと歌うこと｣をめあ

てにした展開が卿綿されている｡

そもそも教育芸術叶の教科-Ltは､｢うたで なかよしに なろう｣｢はくを かんじとろう｣
｢はくに のって リズムを うとう｣｢けんぽんハーモニカを ふこう｣rいろいろな おと
に したしもう｣｢ようすを おもいうかペよう｣｢おとの たかさに きをつけて うたおう｣
｢たがいの おとを きこう｣｢おんがくを たのしもう｣という単元構成になっており､ 1年
生の鼓朝の段階で､｢歌の楽しさ｣に続いて ｢拍Jに注目した単元になっていることが注目さ
れる｡

その単元で放り扱われているめあてや楽曲などは次のとおりである｡

表4:単元 ;｢はくを かんじとろう｣

めあて 鑑賞活動 表現所動

はくに あわせて てを うつたり する ことが できるかな ｢さんぽ｣ ｢なまえあそび｣

常楽にあわせて手拍子を打つ活動 児並の名前や3文字の言菜を使って､柏を手拍子で確認しながら4粕日で "はい"と言う活動
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表5:単元 ;｢はくに のって リズムを うとう｣
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めあて 表現活動 鑑賞活動

はくを かんじながら うたつたり リズムを うつたり する ことが できるかな ｢じゃんけんぽん｣｢げん二つやまのたぬきさん｣｢ぷんぶんぶん｣｢ことばあそぴJ ｢しろくまの ジエンカ｣

○たん .たん/たん .うん/○たん .たん/たん .たん/たん .たん/たん .うん/○ たん .たん/たん .うん/た .た .た .た/たん .うん/のリズムを打つ所動○ ヒ記リズムに合う言集さがし ○ たん .うん/たん .うん/たん .たん/たん .うん/のリズムに合わせて手拍子やタンプリンを打つ活動

これらの教材の間に､歌唱共通教材の rかたつむりJと ｢うみ｣が挿入され､｢めあて｣に

｢はくに のって､からだを うごかしながら うたいましょう｣とある｡

しかし､｢かたっむり｣と rうみ｣は､むしろリズムに気をとられて､ 1年年が歌いながら

柏を感じる楽曲としてはやや問題があるのではないか､むしろ､四分音符と四分休符だけでで

きている ｢ひのまる｣の方が､｢柏｣を感 じながら歌い､r柏｣の存在を学ぶのに適している教

材ではないかと考えるに至った｡音楽が始まると ｢柏｣が一定の間隔で生じ､昔が鳴り響かな

い休符にあっても ｢拍｣は存在していることを教えるのに適した教材でもあると考えたからで

ある｡

2 ｢共通事項｣の ｢柏の流れ｣を意識した授業実践

～歌唱共通教材 ｢ひのまる｣において ｢拍｣の存在を意識した授業実践を中心として

(1) 学習指導案作成と授業実践

以下のような指輯轟を作成し､平成23年日月4ロ (金)に､1年 1組で授業を行った｡授業

内容は､複数のビデオカメラで録画し分析時の資料とした｡

指導案の作成に当たっては､｢柏｣の存在に気づかせることを第-にした｡
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第 1学年 音楽科学習指導案

1 題材の目榛

授業提案寺 岡元 雅代

A塞 [音楽への関心 . ○ 柏の流れを感 じ取って体を動かしたり歌ったりする活動に進んで放り組もう

意欲 .態度】 とする.

【音楽表現の ○ 柏の流れを感 じ取 り,曲に合 うように体の動きや歌い方を工夫することがで

現(1) 創意工夫】 きる.

【音楽表現の技能】 ○ 柏の流れにのりながら,フレーズや音速,曲の盛 りヒがりに気を付けて歌 う
ア ことができる.

2 題材名

はくのながれにのって

3 題材について

本題材は,袖の流れに気を付けながら表現活動す

ることをねらいとしている｡

教材曲 rひのまる｣は,4/ト侍を1フレーズと

し.すべてのフレーズが同じリズムから柵成されて

お り.柏の流れを感 じ取りやすい曲である｡また.

3フレーズに向けて音が高くなっていくことから.

曲の山をつけて歌 うことができる｡ ｢しろくまのジ

ェンカ｣は, ｢タン (タン)タン (ウン)タンタン

タン｣とい うリズムのくり返 しがわか りやすく,体

全体で粕の流れや リズムを感 じながら歌 うことがで

きる曲である｡低学年のこの時糊の子どもは,音楽

に合わせて体を揺 らすことを好む｡そこで.体の動

きを作った表現活動を放り入れる必要がある｡

このように,音楽を形づくっている要姫を感 じ放

って桝葵することは.音楽の基礎的な軽質や能力を

育てる上で意溢深い.

5 自信をもって学び合う子ども育成するための手立て

4 子どもについて

本学級の子どもは,音楽が流れると自然と口ずさ

んだり,歌封の表す摘果を恕促 したりして.楽 しん

で音楽活動に取り組んでいる｡

題材 rおんがくのひろばJでは.わらべ歌や馴染

みのある曲に合わせて歌いながら体を動かしたり,

歌に出てくる動物の寅似をしたりして来現冊勅を楽

しんだ｡また,題材 rいろいろなおとに した しも

う｣では,楽器の鳴らし方を工夫 しながら星の様子

に合 う音を見つけ,それを音楽にして歌と組み合わ

せる活動を経験 してきた｡

しかし,音楽の流れを意珊≡しながら駁奏すること

や,周 りと声を合わせて歌うことについては十分で

なく,自分の感覚で演券 している様子が見られる｡

また,友達とのかかわ りの中で互いの悪兄を大切に

しながら表現を高め合 うことについてもこれからの

指導によるところが大きい｡

段脂 生み出す ○ 子どもがよく知っている rけんけんぱ遊び｣をとお して,教師の打つ柏に合わせて

体を動かすおもしろさを体感することで,柏の流れにのつて演頻すること-の興味riSJ

心を高めることができるようにする.

挑 む 0 柏の流れを視覚的に理解できる掲示物を利用 したり.3-の動きを体で表現 したりする活動をとお して,柏の流れにのりながらフレーズや音程に気を付けて訴葵すること

ができるようにする○

生かす 0 1扱く視点を明蝕にして友達の発表を聴く場を設定することで,粕の流れを恵接 しながら聴くことができるようにする○また,相の分割を表 した掲示物を使って既習の幽

をふりかえるようにすることで,音楽には袖がわかれているものがあることを理解で
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脂 主な学習活動及び学習内容 教師のかかわり 具体的な評価規準

坐 1 遊び歌をし.柏の流れに合 ○ 遊び歌として親しまれている ｢ケンケ ○ 柏の流れに合わせて

わせて情動すること-の思い ンパ｣を,教師の打つ柏に合わせて体験 体を動かす活動に進ん

を膨らませる○ <1時仙> させることで,粕の流れにのること-の で取り組んでいる.

み也す(り 0 ケンケンパ遊び2 煩材のめあてと学習の見通 興味関心を高めることができるようにする○○ 井色と赤のケンステップを用い,rケ (rj1.志 .憶)

Lをもつ. ンケンパ｣と ｢ウン｣を色分けして踏ま

○ めあて せることで,｢ ｣の流れを視覚

はくにのつてうたつたりからだをうごかしたりしてたのしもう. 的に理解できるようにする.

事●●挑む(6) 3 粕の流れにのつて歌う活動 ○ 打楽器で柏を打つたり.柏の流れを音 ○ 柏の流れに/xiを付け

に取り組む. 一瓢できる掲示物を提示したりすること ながら,正しい音符で

<3時間> で,休符があつても柏は続いていること 歌っている. (技能)○ リズムに気を付けな

O rけんけんぱJ を捉えられるようにする.

O rひの去る｣ ○ 晋の高低に合わせて体を動かす活動を

･ 柏の流れ 取り入れたり,音の動きを矢印で超示し

曲の山4 柏の維れやリズムに気を付 たりすることで,曲の山がつくられていることがわかるようにする.○ ペアで,柏を打つ役と体を動かす役に

けて表現す る活動に取 り組 分かれて活動する%tを設定することで, がら敵ったり体を動か

む. <3時間> 互いの柏の感じ方や動きを確かめながら したりしている.

O rLろくまのジュンカ｣･ 柏の流れ･ リズム･ 体の動き○ ｢ジエンカ｣ 表現活動ができるようにする｡○ ジエンカのリズムに合わせて動きを工 (技GE)○ 音楽に合わせて歌い

夫している子どもを取り上げることで. 方や体の動きを工夫し

粕の流れやリズムにのつて表現するおもしろさを感じ取ることができるようにする○ ている. (創缶工夫)

坐 5 学習のまとめをする. ○ 鑑賞の視点を焦点化することで.動き ○ 袖にのつて敵ったり

<1時間> や淑葵が柏の流れに合っているかどうか 体を動かしたりする

○ 発表会○ 柏の分割について ということを普識しながら互いの表現を ことのよさを感じな

みることができるようにする. がら聴いている○
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7 本時の目標

0 柏の流れに気を付けながら歌うことができる｡

8 指導過程
学習活動及び学習内容 教師のかかわり 用具準備物

1 本時学習について賭し合う○ ○ これまでの学習を振り返るようにすること キーボー ド

〇 本時学習の確認 で,粕の流れにのつて歌うという学習のめあ

〇 本時のめあて てをつかむことができるようにする.

は くのながれにのつて rひのま ○ 国旗の画像を提示 したり,国旗についての

lる｣をうたおう○ l2 学習の見通しをもつ.○ 学習の流れ･ うたう･ はくのながれにのつて3 ｢ひのまる｣を音程に気を付けて歌う 話をしたりすることで,楽曲-の興味関心をもっことができるようにする.○ 教師が少 しずつ範唱することで,音程に気 国旗の写妄言歌詞カー ドタンバリン録音機器

活動に取り組む○ を付けながら歌うことができるようにする.

○ 書取り ○ 前奏のみ献茶し,無伴葵で歌ったり,速度

○ 無伴奏で を変えて歌ったりする活動を取り入れること

- 速さを変化させて4 柏の流れにのつて歌う活動に取り組 で,柵の流れにのつて歌うことの難 しさを感じられるようにする○○ 東和王事で歌うとどこが難しかつたのかと問うことで,休符の取り方に気を付ければよいことに気付くことができるようにする.○ 教師がタンバリンで柏を打ち,それに合わ

むo せて歌う活動を取り入れることで,休符を意

○ タンバリンの柏に合わせて 織 しながら歌うことができるようにする.

○ ペアで ○ ペアで.歌う役と休符で手拍子をする役に

○ 全体で わかれて活動する%Lを設定することで.互い

･ 録音5 本時のまとめをする○ に柏の流れを感 じることができているかを確かめられるようにする.○ 自分たちの歌声を録音し,地初の歌声と比較聴取することで,学習の成果を感 じられるようにする.○ 学習の成果を感 じている子どもに意図的に ラジカセ

○ ふりかえり 感想を発表させることで,柏にのつて歌うこ

9 本時の評価規準

○ 休符を志和しながら,柏の流れにのって歌っている｡ (技能) 【演葵 ･発言】
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3 授業実践についての考察～｢拍｣の存在を意識した指導ができたかを中心として
授業後に､授罪者を中心に､録画と授業を観察した教員などによって授某を振り返り､以 F

のい(つかの改題を仙出した｡

(力 教師が範唱する場面

｢ひのまる｣の旋律を初めて覚える場面では､教師がピアノ伴奏をしながら範唱してい

るが､すでにここで教師が望ましい拍感で､しかも身体的動きを伴いながら行っている｡

-般的な指導方法ではあるが､この授業では､児竜が自ら r柏 ｣の存在に気づくことをね

らいとしていることからすると､音の高さの推移だけを覚えさせるために､あえて無伴奏

による範唱の方がふさわしかったのではないか｡

② 教師が意図的に速い前虜を弾き､それに引き続き撫伴奏で児丑に歌わせる場面

児並の歌の速度が次第に遅くなっていく場面で､教師が前奏のときの速度でピアノを供

奉しながら ｢このくらいで弾いてたよ｣というのに対して､児童が r速い｣と答えている｡

さらに教師は rこれに合わせて歌っていたかな｡(中略)速いと ｢書的 の流れにのって歌

えないの｣と続ける場面｡｢これに合わせて｣という発語が児並に伝わるには､｢柏｣の実

体が内的なメトロノ-ムであることを児童が理解したときであるので､この発語の意味は

児並には伝わらなかったのではないか｡あるいは､この場面では､児並は教師の発語に対

して､｢柏｣の存在よりも､むしろ速度に反JぷしているのではないかD

③ 教師が忠臣1的に四分休符をなくして切れ目なく歌い､休符の存在に気づかせようとする

場面

最初､児塩が､歌詞の切れ目と休符の存在とを混同して反応 しているのではないかと考

えたため､教師は歌詞の切れ目と本来ある四分休符のところで手を叩くように掃示し､休

符の存在を怒識化しようとした｡休符の存在に気づかせる効果的な方法ではあったが､

｢拍｣の流れにのってタイミングよく手を叩く児並と､｢拍｣とは無関係にゲーム感覚で手

を叩いていると思われる児童がいた｡｢拍｣の流れにのって身体的動きを伴ってタイミン

グよく手を叩く児並に注目して､みんなに､この授某のねらいである r柏｣の存在に気づ

かせる場面を作れば効果的であったのではないか｡この授菜では､休符の存在に気づかせ

るのがねらいではなく､あくまでも ｢柏Jの存在に気づかせることが主眼であることを意

識しておく必要があるのではないか｡

他方､タイミングよく辛を叩く活動は低学年には難しい場合もあるので､他の方法も考

えてみる必要があるかもしれない｡なぜなら､この授業に先立ち､幼稚園の年長児に ｢ケ

ンケンパ｣の活動を試みたが､運動機能には個人差がみられ､音楽的な ｢柏｣を感じて活

動 しているかを判断することは難 しいことが明らかになったからである｡

児巌に ｢柏｣の存在を気づかせる他の方法として､教師が一定の ｢柏｣を刻まずに歌う

享rtf5'rJをいくつか提示し､児並に何かおかしいと気づかせる方法も効果的であるかもしれな

いD
◎ ｢拍｣の存在を花と蝶のイラス トによって教える場面

アメリカのシルバー ･バーデットのテキス トに使われている ｢柏｣の存在を教える手法

を用いたもので効果的なイラストであったが､今回の一連の説明では､花が ｢柏｣を衣し

ていることが児前には伝わりにくかったのではないか｡休符の部分でも､｢柏｣は存在す

ることを説明する効果的な発語の研究も必要ではないか｡
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4 今後の課題～小中一貫教育を視野においた ｢共通事項｣の取り扱いを中心にして

本研究の授業実践は､行事等で11月にしか行えないこともあったが､ヒ記のように､教育芸

術社の教科雷の最初の単元には ｢拍｣について学ぶ頁があり､ 1年生の最初の段階で､むしろ

教科古の内容にしたがって活動させながら､教科TLtで挿入している歌唱共通教材 rかたつむり｣

と rうみ｣ではなく､本研究で取り上げた歌唱共通教材 ｢ひのまる｣を使って ｢柏｣の存在に

気づかせる方が､効果的であったのではないかと考える｡

本研究で浮かび上がったさまざまな課題を蹄まえた上で､小中一貫教育を視野において ｢共

過-41L項｣を放り扱う場面では､′ト学校 1年年の最初の段階で､以下のように r柏｣の存在を指

導する披閑が考えられる｡

(D rさんぽ｣のCDにあわせて､足雌みや行進をする｡一定の速さで刻まれる r#lJの存在
を身体運動を通Lて感 じさせる｡可能であれば､rさんぼ｣の速度を/Aえて身体遊動をさ

せる｡速度が変わっても､｢柏｣は-一定の間隔で刻まれていることを確認させる｡

② 一定の ｢柏｣を刻む教師の手拍子に合わせて､自分の名前や友だちの名前を言って返事

をする｡返坊は "はいHではなく､"は !日と言う｡"はい (2音節)"と言わせないのは､

この後に嶋関する文字の数 (曹節数)と r柏｣の関係からリズムの存在に気づかせるため

である｡また､教科雷では､例えば4拍目で手拍子を打たない部分が示されているが､こ

の場lGiではむしろ､絶えず一定の手拍子を打ちながら名前と返事を当てはめていく方がよ

いと考えるo

③ 一定の r手別 を刻む教師の手拍子に合わせて､4文字の言典を当てはめて行く｡rはな
たば｣｢おんがく｣｢かみのけ｣などを連続でとなえる｡この活動後､｢ばなな "ほ !"｣の
ように､3文字の言柴を当てはめ､4拍目で `̀ほ !"と言って､次の3文字の言共を次々

に送って行くoこの腸 痛でも､絶えず一定の手拍子を打ち続ける.この活動を適して､

｢柏｣の存在をしっかり体感させる｡ときどき､速さを変えてみる｡速さをJ変えても､｢柏 ｣

は一定の剛編で存在していることを確認させる｡(塾の場介と同様､教科雷のように4柏目

で "はい (2音節)"と言わせないのは､この後に展開する文字の牧 (音節数)と r柏｣

の関係からリズムの存在に気づかせるためである｡¢)｢ひのまる｣を無伴奏で歌唱する｡その間､教師は手拍子を打ち続ける｡旋神を覚えた
ら､児並も手拍子を打ちながら歌唱する｡rひのまる｣は､上記③の4文字と3文字と

`̀ほ !"を組み合わせた構成になっていることに気づかせる｡また､休符の存在と休符で

あっても ｢抽｣は存在することを感 じさせる｡その後､r粕Jを示す "花"と凹分音符を

示す r̀煤"のイラストを提示し､音楽が始まると r柏｣が生じ､休符があっても r柏｣は

存在することを視覚的に確認させる｡

また､速さを変えて歌う｡速く歌っても遅く歌っても､一定の ｢柏｣が刻まれているこ

とに気づかせる｡

(9 -定の r柏｣を刻む教師の手拍子を食わせて､rい ･る ･か｣｢はな .た ,ぱ｣｢おん ,
が ･く｣｢ほ一 ･は｣などを､繰り返しとなえる｡ 1柏の中に､ lつ吉雄 (1音節)が入っ
ているところ､2つ告発 (2音節)が入っているところ､また､2相伸ばしているところ

に気づかせる｡あわせて､ここにリズムの違いが生じていることに気づかせる｡

⑥ 共通歌唱教材 ｢うみJを無伴奏で歌唱する｡その間､教師は手拍子を打ち続ける｡旋符

を覚えたら､児出も手拍子を打ちながら歌唱する｡｢うみ｣は､上記⑤の活動と同じ構成
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になっていることに気づかせる｡

⑦ 歌lfT共通教材 ｢ひのまる｣と rうみ｣2曲を使って､r拍｣の存在と､あわせてリズム

と速度について理解できたという段階までに導くことができると考える｡

光年腔も引き続き,ノト学校 1年生の最初の段階で､｢柏｣の存在とリズム､速度について､

ヒ記手順で教えることを試み､その成果を検証することと､その他の ｢共通事項｣の取り扱い

方､来年度誕生する中学校の教科渦と ｢共通事項｣の取り扱いの分析などを通 して､小しトーfr

教育を視野においた音波科教育の望ましいあり方を考えて行きたい｡
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